
ご
挨
拶

ご
挨
拶

若
葉
が
目
に
鮮
や
か
な
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

春
光
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な

く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
平
素
は
春
光
会

に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

で
私
達
の
生
活
を
は
じ
め
様
々
な
と
こ
ろ
で
制
約
を
受
け

て
い
た
の
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
以
前
の

よ
う
な
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
春
光
会
と
し
ま

し
て
も
、
懇
親
会
の
開
催
を
は
じ
め
秋
の
散
策
な
ど
の
行

新
緑
の
野
山
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
春
光
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
母

校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
三
年
度
は
、
長
き
に
わ
た
り
わ
た
し
た

ち
を
苦
し
め
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五

月
に
第
五
類
感
染
症
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
中
高
合

同
の
体
育
祭
や
橘
祭
、
研
修
旅
行
は
も
と
よ
り
、
日
常
で

の
学
校
生
活
に
お
け
る
様
々
な
活
動
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
活
気
で
心
置
き
な
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
二
〇
二
四
年
度

に
お
い
て
も
、
多
く
の
新
入
生
を
新
た
に
迎
え
、
昨
年
度

事
も
順
次
再
開
を
し
、
ま
た
他
に
も
新
し
い
試
み
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
五
年
ぶ
り
に
旧
校
舎
の
跡
地
に
あ
り
ま
す
上
京

区
の
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
総
会
と
懇
親
会
を
行

い
ま
す
。
橘
翔
会
の
先
生
方
と
も
久
し
ぶ
り
に
合
同
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
懐
か
し
い
友
達
や
教
職
員
の
方
々
と
美

味
し
い
食
事
と
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
役
員
一
同
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の「
同
窓
会
」ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
以
前
か
ら

あ
り
ま
し
た「
春
光
」の
掲
載
と
共
に
、
新
た
に
会
員
の
皆

様
の
住
所
変
更
や
同
窓
会
補
助
金
申
請
の
フ
ォ
ー
ム
を
追

加
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
京
都
橘

の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
も
さ
ら
に
活
気
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
生
徒
会
執
行

部
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
盛
ん
に
活
動
し
始

め
て
お
り
、
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
世
の
中
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
で
は
終
わ
り

の
見
え
な
い
紛
争
、
気
候
変
動
等
の
環
境
問
題
等
、
様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
日
本
に
お
い
て

も
、
年
始
早
々
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
家
屋

倒
壊
等
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
被
災
者
の
方
々
は
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
わ
た
し
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
活
気

あ
る
日
常
生
活
が
送
れ
る
こ
と
に
対
し
て
の「
感
謝
」
を

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
お
い
て
も
、
何
時
、
何
が

起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り
、
誰
に
も
こ
の

先
の
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中

だ
か
ら
こ
そ
、
一
日
一
日
を
生
徒
た
ち
と
共
に
心
か
ら
大

切
に
過
ご
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
京
都
橘
の
発
展
の
た
め
に

確
実
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
　

�

校
長
　
安
田 

文
彦

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
春
光
会

�

会
長
　
宗
　 

裕
子

	

（
旧
姓
　
上
田

�

昭
和
58
年
普
通
科
卒
）
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�

2023年７月８日（土）2023年度春光会総会を開催い
たしました。

新型コロナウイルス感染症が５類に移行となりましたが、
橘翔会（退職教職員の会）との合同懇親会は見送り
今年度は少人数の総会を母校の応接室で行いました。
総会終了後にホールへ移動し、太鼓部による演奏を聴く
事ができ感激いたしました。演奏後、全国高校総合文
化祭かごしま大会への出場を控えた太鼓部部長さんに
会長からお祝い金を贈呈いたしました。校内見学ツアー
では、恩師と歓談したりと、高校生に戻ったような懐かし
い一時を過ごしました。

前号p.2【春光会2022年度予算】寄付金収入の備考欄の記載に誤りがありました。
正しくは@1,000円×180口でした。訂正してお詫びいたします。

会 務 報 告 2023年度　春光会総会報告

【春光会2022年度決算】
自 2022年４月１日 　至 2023年３月31日

自 2023年４月１日 　至 2024年３月31日【春光会2023年度予算】

経常費�
収入の部

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
入 会 金 3,490,000 3,550,000 60,000 @10,000円×355名（高校345名・中学10名）
預 金 利 息 500 31 △ 469
寄付金収入 180,000 0 △ 180,000
雑 収 入 10,000 0 △ 10,000 ※感染症拡大防止のため橘祭出店なし（売上なし）

参加費等収入 50,000 0 △ 50,000 ※�感染症拡大防止のため総会・新年会等中止

仮 払 収 入 0 0 0
預り金収入 0 0 0
基本財産より戻入 0 0 0
前年度繰越金 6,288,803 6,288,803 0
合　計 10,019,303 9,838,834 △ 180,469

収入の部 予算額 備　考
入 会 金 4,120,000 @10,000円×412名
預 金 利 息 500
寄付金収入 180,000 @1,000円×180口
雑 収 入 10,000
参加費等収入 50,000 新年会参加費等
仮 払 収 入 0
預リ金収入 0
基本財産より戻入 0
前年度繰越金 5,554,298

合　計 9,914,798

支出の部 予算額 備　考
事 業 費 2,500,000 会報印刷・郵送費・入会記念品・総会記念品　他
支部補助費 150,000 学年・クラス会・クラブ同窓会補助
慶 弔 費 240,000 クラブ関係お祝い金　他
交 通 費 200,000 役員会・会報誌取材時交通費
会 議 費 50,000 役員会用飲料代　他
事 務 費 200,000 役員会案内郵送代、メール便代等
寄 付 金 100,000 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 京都橘中学校・高等学校への事務委託費
雑 支 出 0
予 備 費 0
基本財産へ組入 1,000,000
次年度繰越金 5,424,798
合　計 9,914,798

単位 ： 円

支  出
一 般 会 計 へ 0
翌年度繰越金 11,570,501

合　計 11,570,501

基本財産
収  入

受 取 利 息 126
組 入 金 1,000,000
前年度繰越金 10,570,375
合　計 11,570,501

財産目録�

経 常 費 の 部
現　 金 0

京都銀行 普通預金 4,619,780
ゆうちょ銀行 振替口座 934,518

基本財産の部 京都銀行 定期預金 4,000,000
普通預金 7,570,501

合　計 17,124,799

支出の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事 業 費 3,000,000 2,818,635 △ 181,365 会報発行費用・入会記念品・120周
年ホームカミングデー関係　等

支部補助費 140,000 110,000 △ 30,000 同窓会補助
慶 弔 費 240,000 181,204 △ 58,796 バレーボール部・陸上競技部・吹

奏楽部・太鼓部祝い金　等
交 通 費 200,000 25,500 △ 174,500 役員交通費
会 議 費 50,000 0 △ 50,000 ※�感染症拡大防止のため�

新年会中止

事 務 費 200,000 21,197 △ 178,803 切手・ハガキ・残高証明書
発行手数料　等

寄 付 金 100,000 100,000 0 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 50,000 0 業務委託料
予 備 費 0 0 0
仮 払 支 出 0 0 0
預リ金支出 0 0 0
前期末未払金 0 0 0
期末未払金 △ 22,000 △ 22,000 慶弔関係
基本財産へ組入 1,000,000 1,000,000 0
次年度繰越金 5,039,303 5,554,298 514,995
合　計 10,019,303 9,838,834 △ 180,469

単位 ： 円

７月	 �女子バレーボール部、陸
上競技部 全国IH出場

	 �太鼓部 全国高校総合文
化祭出場（お祝い金贈呈）

10月15日	 役員会
10月30日	 春光会総会（本校）
	 ホームカミングデー
11月	 �吹奏楽部 マーチング全国

大会出場・台湾遠征
	 �陸上競技部 国体優勝

（お祝い金贈呈）

１月21日	 役員会
２月28日	 �春光会入会式（会長の

祝辞を副会長が代読）
３月 １日	 高等学校卒業式　臨席
３月17日	 中学校卒業式　臨席

※�2022年４月８日京都橘中学校・高等
学校入学式は、新型コロナウイルスの
影響で臨席なし

※�2022年９月９日学園祭は、新型コロ
ナウイルスの影響により内部のみで実
施のため、出展なし

2022年 2023年

総会後の太鼓鑑賞
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2022年４月～2023年３月

２
０
２
３
年
度 

春
光
会
役
員

会
　
　
長

宗　
　

裕
子（
昭
58
卒
）

副
会
長

森
安　

優
子（
昭
61
卒
）　

西
村　

育
恵（
昭
61
卒
）

会
　
　
計

松
井　

京
子（
昭
44
卒
）　

平
野
万
里
子（
昭
63
卒
）

会
計
監
査

池
田　

美
和（
昭
63
卒
）　

髙
橋　

弘
美（
昭
62
卒
）

常
任
委
員

西
嵜　

信
子（
昭
57
卒
）　

井
上　

和
子（
昭
58
卒
）　

森　
　
　

芳（
昭
62
卒
）　

寺
田　

由
香（
平
１
卒
）　

吉
川　

等
子（
平
２
卒
）　

小
松　

里
奈（
平
４
卒
）　

中
辻　

道
子（
平
４
卒
）　

幡
井　

信
子（
平
10
卒
）　

武
永　

康
宏（
平
15
卒
）　

西
村　

裕
介（
平
15
卒
）



どんどん開こう
同窓会

卒業式を翌日に控えた２月29日、
フェスティバルホールにて、春光
会入会式を行いました。新たに
同窓会員となられる、120期411
名の皆さんへ、宗会長よりメッセー
ジを贈り、入会記念として「ジェッ
トストリーム３色ペン＆タッチペン」
を贈呈いたしました。スタイリッシュ
なデザインになっており、卒業後
の新生活でもご活用いただけると
思います。

20～	50人	10,000円
51～	100人	15,000円
以上、50人を超える毎に
5,000円アップします。

＊�補助を受けた場合、会報等で紹介
したいので、報告書、写真と案内
対象者の名簿をご提出ください。

案内送付対象者数

入 会 式

1967年卒
被服科３年６組クラス会�
� 2023.11.19

４年ぶりのクラス会。これからも継
続することを誓い、近くの松尾大社
で皆の健康を祈願してきました。

会えば皆さんすぐわかり、25年のブランクなど感
じず学生時代のように話が弾みました。次回は是
非担任の先生を交えて。

20歳を祝うため、高校卒業後２年ぶりの再会。み
んな少しずつ大人になっていました。次は４年
後！次回の開催も楽しみです。

2022年卒（118期）
普通科３年９組・10組クラス会� 2024.3.7

1998年卒
普通科３年８組クラス会� 2023.11.3
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春光会へのご寄付を受け付けております
ので、同封の振込用紙でお願いいたします。
住所、氏名と通信欄の寄付の欄に「口数、
金額」をご記入ください。あわせて、卒業
年、科も忘れずにご記入ください。

嬉しいことに、兄弟姉妹や親子二代、
三代で京都橘中学校・高等学校にご入
学いただくケースが増えています。兄弟
姉妹が本校に同時在学、または兄弟姉妹・
父母が本校卒業生の場合、入学金相当
額が免除されます。

寄付金のお願い

「ファミリー学費減免奨学金」制度

同窓会補助金制度

是非
「橘ファミリー」に！

1993年３月卒業生の皆様
50歳記念同窓会のご案内

卒業生の皆様、お誘い合わせの上、ぜひ
ご参加ください。
ご覧になられた方は下記のメールアドレス
へご連絡お願いいたします。
詳細はメールにてお送りいたします。
皆様とお会いできるのを楽しみにしており

ます。

春光会では、学年、コース、クラス、クラブ単位等の同窓会開催、企画を援助
するための補助制度を設けています。はたちを祝う会（20歳）、半世紀（50歳）、
還暦（60歳）等、節目の年に開催されるケースもあります。2023年の総会で補
助金額がアップされました。開催をご計画の方は事務局までご一報ください。学校
のホームページ「同窓会」ページから申請書等のダウンロードもできます。

幹事代表：1993年３月卒
	 生徒会会長　福西　香織（村上）
連 絡 先：tachibana1993.0831@gmail.com

〈日時〉	2024年８月31日（土）
	 13:00～15:00
〈場所〉	鮒鶴京都鴨川リゾート



110期生の皆さんと

1977年

V２期（113期生）
演劇コンクール

在職時の
藤田秀夫先生
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て
別
々
の
生
徒
で
す
。
顧
問
は

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
だ
け
で
、

生
徒
が
九
九
％
自
力
で
頑
張
り

ま
す
。
と
言
っ
て
も
生
徒
は
多

種
多
様
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん

で
い
る
生
徒
、
た
ま
に
し
か
顔

を
み
せ
な
い
生
徒
、
部
を
ま
と

め
る
生
徒
…
。
全
員
が
大
切
な

ロ
ボ
部
員
で
す
。
部
の
目
標
は

全
国
大
会
出
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
広
い
世
界
で
目
標
を
見
つ

け
、
と
き
に
は
部
内
で
チ
ー
ム

を
作
り
、
歩
ん
で
い
け
る
よ
う

に
な
る
。
そ
ん
な
生
徒
の
成
長

を
第
一
に
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ま
さ
に
－
自
立
・
共
生
－
。

ロ
ボ
部
も
ま
た
橘
教
育
の
懐
に

抱
か
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
好

き
に
な
っ
て
欲
し
い
、
自
信
を

持
っ
て
欲
し
い
、
京
都
橘
に
来

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
卒
業
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で

学
校
行
事
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ス

の
イ
ベ
ン
ト
を
大
事
に
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
思
い
は
京
都
橘

に
脈
々
と
引
き
継
が
れ
る
大
事

な
文
化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
様
子
は
時
代
に
合
わ
せ

て
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま

す
が
、根
底
に
あ
る
文
化（
マ
イ

ン
ド
）は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

「
チ
ー
ム
橘
」を
ぜ
ひ
推
し
に
☆

我
が
人
生
そ
の
も
の
！

あ
な
た
に
と
っ
て「
橘
」
と

は
？
と
聞
か
れ
た
ら
、「
我
が
人

生
そ
の
も
の
！
」と
答
え
ま
す
。

一
九
七
二
年
に
非
常
勤
講
師

と
し
て
関
わ
り（
一
九
七
四
年

に
専
任
）、
二
〇
〇
八
年
に
退
職

（
二
〇
一
五
年
ま
で
非
常
勤
講

師
と
し
て
勤
務
）。
こ
の
長
き
に

わ
た
っ
て
の
期
間
を「
橘
」
と

共
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

少
子
化
の
時
代
に
学
校
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
た
め
に
は

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
一
番
の
フ
ァ
ン
で
あ
ろ

う
同
窓
会
の
活
性
化
を
願
っ
て

現
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
！
と
い
う
こ
と
で
抜
擢
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
二
〇
〇
二
年
に
入
職
し
、

今
や
二
〇
年
越
え
の
ベ
テ
ラ
ン

「
先
生
、ロ
ボ
部
を
作
っ
て
く

れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」。
先
日
卒
業
し
た

Ｋ
君
は
、
在
学
中
に
本
格
的
な

Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
中
に
擬
似
的
な
立
体
世
界
を

築
き
、
そ
の
中
に
入
り
込
ん
で

遊
べ
る
ゲ
ー
ム
）を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
に
細
々

と
活
動
し
始
め
た
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
も
、
中
高
あ

わ
せ
三
〇
名
以
上
に
な
り
ま
し

一
九
七
四
年
頃
は
、「
学
園
財

政
破
綻
」
か
ら
の
学
園
再
建
の

道
で
し
た
。
こ
の
と
き
に
初
め

て
、
教
職
員
が
ひ
と
つ
の
目
標

に
向
か
い
団
結
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
、
教
育
目
標
の
設
定
、
機
構

改
革
、
学
力
課
題
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
訂
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
づ

く
り
な
ど「
新
し
い
橘
」
を
模

教
員
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
は

家
庭
科
、
担
任
と
し
て
は
女
子

ク
ラ
ス
、理
系
ク
ラ
ス
、Ａ
コ
ー

ス
、Ⅴ
コ
ー
ス
と
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
個
性
豊
か
な
面
々
と
と

も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
高
校

の
担
任
で
す
か
ら
主
に
は「
勉

強
を
さ
せ
る
」こ
と
が
仕
事
に

な
り
ま
す
が
、「
い
っ
ぱ
い
遊
ん

だ
な
あ
。」と
い
う
印
象
の
方
が

た
。
活
動
内
容
は
幅
広
く
、
生

徒
は
好
き
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
全
国

の
舞
台
で
活
躍
す
る
生
徒
も
い

ま
す
。
こ
の
一
年
間
で
は
、
学

会
主
催
の
中
高
生
向
け
研
究
コ

ン
テ
ス
ト
で
の
発
表
、
日
本
情

報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
選
出
場
、

同
女
性
部
門
の
本
選
出
場
、
Ｕ

－
16
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
の
全
国
交
流
大
会
出
場
が

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、す
べ

索
し
て
、
校
長
を
は
じ
め
と
す

る
学
校
関
係
者
全
員
が
奮
闘
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
の
中

心
は
や
は
り
生
徒
で
す
。
生
徒

会
活
動
、
ク
ラ
ブ
、
学
園
祭
な

ど
自
主
活
動
の
援
助
な
ど
な
ど
、

多
く
の
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
が
学
校
移
転
、
男
女
共

学
、
中
学
校
新
設
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
学
園
発
展
と

共
に
、
考
え
、
行
動
し
、
仲
間
を

得
ら
れ
た
こ
と
が
、自
分
の
人
生

を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。あ
り
が
と
う
！「
橘
」。

�

藤
田 

秀
夫 

先
生

�

（
一
九
七
二
年
～
二
○
一
五
年
　
理
科 

）

脈
々
と
引
き
継
が
れ
る

京
都
橘
の
文
化

�

石
田 

真
希
子 

先
生

（
家
庭
科
担
当
　
教
務
部
長

ハ
ン
ド
メ
ー
キ
ン
グ
部・女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
）

生
徒
の
成
長
を
第
一
に

願
っ
て

�

長
谷
川 

卓
也 

先
生

　（
情
報
・
技
術
担
当

�

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
顧
問
）

恩師からの

メッセージ
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在
校
時
の
関
心
が

「
今
」に

繋
が
っ
て
い
ま
す

“
な
り
た
い
自
分
・
夢
”

に
向
か
っ
て

京
都
橘
で
の
学
び
を
力
に
社
会
貢
献

「
日
の
丸
を
背
負
っ
て
走

る
選
手
に
な
れ
る
。」 

顧
問
の
先
生
が
私
に
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で
し
た
。

京
都
橘
高
校
陸
上
競
技
部
と

い
う
強
豪
校
に
入
部
し
た
当

初
の
私
に
は
目
標
や
夢
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
目

標
や
夢
を
見
つ
け
る
こ
と
が

苦
手
で
、「
ど
う
せ
私
に
な
ん

て
叶
え
ら
れ
な
い
。」と
自
分

で
自
分
の
限
界
を
勝
手
に
決

め
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
た
か

私
は
今
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

い
ま
す
。
二
〇
二
二
年
に
海

外
赴
任
の
辞
令
を
受
け
、
三

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

国
は
マ
レ
ー
系
・
中
華
系
・

イ
ン
ド
系
と
そ
の
他
で
構
成

さ
れ
る
多
民
族
国
家
で
、
公

用
語
と
し
て
英
語
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
宗
教

や
習
慣
を
有
す
る
人
と
働
く

ら
で
す
。
高
校
一
年
生
の
頃

に
顧
問
の
先
生
が
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
の
言
葉
に
も「
何

言
っ
て
る
ん
や
ろ
？
そ
ん
な

選
手
に
な
れ
る
わ
け
な
い
や

ん
。」　

と
思
い
な
が
ら
聞
き

流
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す

（
笑
）　

顧
問
の
先
生
は
私
に

目
標
を
決
め
さ
せ
る
た
め
に
、

何
度
も
何
度
も
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

目
標
っ
て
い
う
の
は“
な
り

た
い
自
分
”
に
な
れ
る
よ
う

卒
業
生
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
一
一
三
期
の
岡
本
健

太
、
岡
本
康
太
で
す
。
私
達

が
京
都
橘
高
校
を
卒
業
し
て

早
七
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
達
は
三
年
間

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
京
都
橘
高
校
は
部

活
動
も
学
業
も
両
方
を
頑
張

る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し

い
学
校
な
の
で
三
年
間
の
学

校
生
活
を
通
し
人
間
的
に
成

長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
が
そ
の
後
の
自

立
に
も
繋
が
り
就
職
活
動
に

も
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

事
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

日
々
刺
激
を
受
け
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
国

際
教
育（
Ｃ
）
コ
ー
ス
に
在

籍
し
、
約
一
年
間
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
留
学
を
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
イ
ン

ド
系
の
移
民
の
方
だ
っ
た
こ

と
か
ら
多
文
化
社
会
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
様
な

に
た
だ
ひ
た
す
ら
そ
の
自
分

に
向
か
っ
て
頑
張
れ
ば
良
い

の
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
私
は

“
な
り
た
い
自
分
”を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、あ
れ
だ

け
苦
手
だ
っ
た
夢
や
目
標
も

決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
経
験
は
私
を
強
く

さ
せ
て
く
れ
た
き
っ
か
け
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
！
先
ほ
ど

か
ら
登
場
し
て
い
る
顧
問
の

先
生
と
は
、安
田
校
長
先
生
の

事
で
し
た
！
安
田
先
生
、夢
を

見
つ
け
さ
せ
て
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

私
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
と
い
う
夢
に
向

か
っ
て
顔
晴
り
ま
す
！

現
在
、
社
会
人（
警
察
官
、

消
防
士
）と
し
て
活
躍
で
き

て
い
る
の
も
京
都
橘
の
部
活

動
で
の
厳
し
い
練
習
の
積
み

重
ね
、
そ
し
て
先
生
方
の

日
々
の
熱
心
な
授
業
の
お
陰

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
私
達
で
す
が
こ
れ
か
ら
も

京
都
橘
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
さ
ら
に
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
高
い

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

行
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

途
中
で
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
力

が
こ
の
京
都
橘
で
つ
い
て
い

る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
受

容
性
を
養
い
、
新
た
な
視
点

で
物
事
を
捉
え
て
自
己
成
長

に
繋
げ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
英
語
は
単
な
る
言
語

習
得
で
な
く
、
世
界
と
繋
が

り
、
新
し
い
考
え
方
に
触
れ

る
き
っ
か
け
で
あ
る
事
を
教

わ
り
ま
し
た
。
当
時
の
関
心

が
今
に
繋
り
、
あ
の
頃
の
延

長
線
上
に
今
、
自
分
が
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
誇
ら
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ど

こ
へ
赴
任
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
場
所
で
直
面

す
る
問
題
や
挑
戦
を
楽
し
み

な
が
ら
励
ん
で
い
き
ま
す
。

�

岡
本 

健
太 

さ
ん（
二
〇
一
七
年
卒
）

�

岡
本 

康
太 

さ
ん（
二
〇
一
七
年
卒
）

�

木
村 

建
太 

さ
ん（
二
〇
〇
七
年
卒
）

�

山
本 

亜
美 

さ
ん（
二
〇
二
一
年
卒
）

メッセージ会員からの



二
〇
二
四
年
度
は
、
高
校
二
年
進
級
時
に
志

望
大
学
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
編
成
を
行
う「
進
路

別
ク
ラ
ス
編
成
」が
高
校
一
年
か
ら
三
年
ま
で

揃
う
、
完
成
年
度
と
な
り
ま
す
。
募
集
定
員
の

二
七
〇
名
を
上
回
る
、
二
八
一
名
の
新
入
生
を

迎
え
て
の
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
す
。

全
体
を
通
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
扱
い
が
五
類
に

移
行
し
、
ま
た
校
内
で
も
素
顔
が
見
え
る
生
徒

た
ち
の
姿
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校

と
し
て
の
日
常
生
活
は
、
ほ
ぼ
元
来
の
姿
に

戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
文
化
祭
に
も
多
く

の
卒
業
生
が
来
校
さ
れ
、
大
い
に
旧
交
を
温
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
学
校
と

い
う
場
所
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
で
成
立
し

て
い
る
の
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
す
。
卒
業
生
の

皆
様
、
京
都
橘
の
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

中
学
校

長
年
続
い
て
お
り
ま
し
た
定
員
超
過
の
状

態
を
是
正
す
る
た
め
、
昨
年
二
〇
二
三
年
度
入

試
よ
り
定
員
を
六
〇
名
か
ら
九
〇
名
に
拡
大

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
増
加
す
る
受
験
パ

タ
ー
ン
多
様
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
従

来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
Ｔ
入
試（
国
公

立
中
高
一
貫
校
型
入
試
）と
並
行
す
る
か
た
ち

で
、
Ｂ
一
日
程（
私
立
中
学
校
型
入
試
）
を
新

た
に
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
志

願
者
は
二
〇
二
三
年
度
の
五
一
五
名
か
ら

五
二
六
名
へ
と
増
加
し
、
平
均
出
願
競
争
率
は

五
・
八
倍
と
な
り
、
京
都
私
立
中
学
校
で
第
三

位
と
な
り
ま
し
た
。
一
〇
一
名
の
新
入
生
と
共

に
迎
え
る
春
と
な
り
ま
す
。

高
等
学
校

昨
年
二
〇
二
三
年
度
入
試
よ
り
二
類
型
募

集
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
た
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
生

徒
の
所
属
可
能
ク
ラ
ス
制
限
を
撤
廃
し
、
新
制

度
入
試
の
二
年
目
で
し
た
。
さ
ら
に
、
選
抜
類

型
に
お
け
る
競
争
率
の
高
さ
を
緩
和
す
る
た

め
、
募
集
定
員
を
六
〇
名
か
ら
七
〇
名
に
増
や

し
ま
し
た
。
し
か
し
選
抜
類
型
の
圧
倒
的
な
人

気
に
陰
り
が
出
る
こ
と
は
無
く
、
二
〇
二
四
年

度
入
試
で
の
志
願
倍
率
は
十
一
・
九
倍
で
、
引

き
続
き
京
都
府
内
私
立
高
等
学
校
で
ト
ッ
プ

を
維
持
い
た
し
ま
し
た
。

関関同立関関同立
３年連続で過去最高を更新！
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薦
・
内
部
推
薦
入
試
、
総
合
型
選
抜（
Ａ
Ｏ
）・

学
校
推
薦
型
選
抜（
公
募
推
薦
）
入
試
、
そ
し

て
一
月
か
ら
三
月
に
行
わ
れ
た
共
通
テ
ス
ト
、

私
大
一
般
入
試
、
国
公
立
二
次
入
試
ま
で
一
人

ひ
と
り
が
行
き
た
い
学
校
へ
の
進
学
を
目
指

し
て
最
後
ま
で
粘
り
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
れ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、 

国
公
立
大
学
に
は
難
関
国
立
十

大
学
八
名
を
含
む
合
計
六
二
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、私
立
大
に
は
、早
慶
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
十
二
名
、

関
関
同
立
二
一
四
名
、
産
近
甲
龍
三
〇
九
名
、 

京
都
橘
大
に
八
〇
六
名（
内
、
一
〇
五
名 

進
学
）
等
過
去
最
高
の
延
べ
一
、六
五
八
名 

が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
関
関
同
立
は
三
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
六
年
間
、
三
年
間
に
わ
た
り
い
つ

も
温
か
く
見
守
り
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保

護
者
の
皆
様
本
当
に
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
教
職
員

一
同
末
永
く
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
〇
二
四
年
入
試
は
，
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
、

新
課
程
入
試
へ
の
移
行
前
年
と
い
う
こ
と
か

ら
、
私
大
は
国
公
立
大
志
願
者
の
積
極
的
な
難

関
私
大
志
向
に
よ
る
併
願
志
願
者
の
増
加
が

目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
な
る
べ
く
早
く
進
路

先
を
決
め
て
お
き
た
い
と
い
う
三
年
生
も
多

く
、
秋
に
行
わ
れ
た
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選

抜
入
試
は
昨
年
同
様
に
多
く
の
志
願
者
を
集

め
激
戦
の
入
試
と
な
り
ま
し
た
。
年
内
入
試
で

は
、
私
大
は
年
々
合
格
者
数
を
増
や
し
て
お
り
、

全
国
的
に
み
て
も
年
内
で
進
路
先
を
決
め
た

い
生
徒
と
一
般
入
試
ま
で
頑
張
る
生
徒
の
二

極
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
国

公
立
大
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
が
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
や
経
済
状
況
が
不
透
明
な
こ
と
も

あ
り
志
願
者
数
は
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
中
で
一
二
〇
期
卒
業
生
四
一
一
名
は
、
年
内

に
実
施
さ
れ
た
専
門
学
校
入
試
、
指
定
校
推

学校
の
近況

入
試
状
況

入
試
状
況

進
路
状
況

進
路
状
況

主な合格者数� （４月３日現在）

■国公立大学（62名）
京都大学� 1名
神戸大学� 2名
北海道大学� 1名
東京工業大学� 2名
九州大学� 2名
京都府立医科大学� 2名
京都工芸繊維大学� 2名
京都教育大学� 1名
京都府立大学� 4名
大阪公立大学� 3名
奈良教育大学� 1名
奈良県立大学� 1名
滋賀医科大学� 1名
滋賀大学� 6名
滋賀県立大学� 3名
兵庫県立大学� 2名
静岡大学� 2名
広島大学� 2名
徳島大学� 2名
東京学芸大学� 1名
金沢大学� 1名
信州大学� 1名
岐阜大学� 1名
鳥取大学� 1名
岡山大学� 1名
愛媛大学� 1名
高知大学� 1名

■私立大学（1,658名）
同志社大学� 46名
立命館大学� 101名
関西大学� 48名
関西学院大学� 19名
早稲田大学� 2名
慶應義塾大学� 1名
上智大学� 1名
明治大学� 2名
青山学院大学� 2名
中央大学� 1名
法政大学� 3名
近畿大学� 107名
龍谷大学� 150名
京都産業大学� 52名
京都橘大学� 806名
追手門学院大学� 28名
摂南大学� 23名
同志社女子大学� 22名
関西外国語大学� 20名
大和大学� 19名
武庫川女子大学� 19名
大阪工業大学� 15名
京都女子大学� 14名
佛教大学� 11名
関西医科大学� 10名
大阪歯科大学� 6名
京都薬科大学� 2名



橘祭
2024

ご期待ください！

６月	 U20 アジア陸上競技選手権大会
	 　女子400mハードル �  優勝
	 　　高校　瀧野 未来さん
７月	 2023アジア・オセアニアSITTING VOLLEYBALL選手権大会
	  �  第３位に貢献
	 　　高校　吉本 晶琳さん　ベストブロッカー賞
	 全国高等学校総合文化祭<郷土芸能部門>出場
	 ⃝太鼓部　24年連続出場
	 全国高等学校総合文化祭<吹奏楽部門>出場
	 ⃝吹奏楽部
８月	 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
	 ⃝女子バレーボール部　24大会連続26回目の出場
	 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
	 ⃝陸上競技部　15大会連続22回目の出場
	 	 女子４×100mリレー、女子４×400mリレー
	 	 女子400mハードル（史上３人目の２連覇）
	 　　高校　瀧野 未来さん �   女子MVP
10月	 日本グランプリシリーズ　グレード１　400mハードル 
	 　　高校　瀧野 未来さん �  優勝<日本高校新記録>
	 特別国民体育大会「燃ゆるかごしま国体」　陸上競技
	 　少年女子A　100m �  第２位<京都高校新記録>
	 　　高校　森本 海咲希さん
	 　300mハードル  �  優勝（２連覇）
	 　　高校　瀧野 未来さん
� <U20日本新記録　大会新記録>

10月	 SITTING　VOLLEYBALL
	 　杭州2022アジアパラ競技大会 �  第３位に貢献
	 　　高校　吉本 晶琳さん
11月	 全日本マーチングコンテスト
	 ⃝吹奏楽部 �  金賞<３年連続>
12月	 台湾遠征
	 ⃝吹奏楽部　再び「オレンジの悪魔」旋風
	 全国高等学校サッカー選手権大会
	 ⃝男子サッカー部　３年ぶり10回目の出場
１月	 全日本バレーボール高等学校選手権大会
	 ⃝女子バレーボール部　26回目の出場
	 CHaser 全国交流大会（競技会）出場
	 　主催　NPO法人　ITジュニア育成交流協会
	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　　中学　上田 惇人さん

吹奏楽部 

ローズパレード出場決定！ローズパレード出場決定！
３回の出場は日本初の快挙！

卒業生含め総勢200名規模での参加

９月６日（金）・７日（土）に
母校で橘祭（文化祭）が開催
されます。

新型コロナウイルスが５類に
移行となり、昨年より２日目の土曜日には卒業生や在校生の
ご家族もお越しいただけるようになりました。卒業生の皆様
もご来場いただき、是非お楽しみください。
※�イベントの詳細、最新情報は学校のホームページで
　ご確認ください。
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2025 年１月１日

2023年４月～ 2024年３月TOPICS

◆�各クラスによる模擬店／
クラブによるホール発表／
中庭ステージ／有志によ
るグラウンドステージ　	
などの催しが盛りだくさん！
◆�キッチンカーや地元の商
店街のご協力による出店も
あります！

2024年
9月7日　　
9：30～15：00

土

３種目で
日本一！



本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。
同窓生の皆様お誘いあわせの上、懐かしいひとときを

お過ごしくださいますようご案内申し上げます。
５年ぶりに退職教職員の会である「橘翔会」と

合同で懇親会を開催いたします。
懐かしい恩師もたくさんお越しのことと思います

ので、ぜひご参加ください。

学校のホームページ内に「同窓会」ページがあるの
をご存知ですか？

今春リニューアルし、会報誌アーカイブに加え、同窓
会情報やお知らせが掲載ができるようになりました。また、
同窓会補助金申請に必要な書類のダウンロードや登録デー
タの変更も可能になります。是非ご覧ください。

幅広く卒業生の情報をお届けしたいので、同窓会開
催等の情報があれば事務局までご連絡ください。

2024年度　春光会総会・懇親会春光会総会・懇親会ののご案内ご案内

◆  日　時	 2024年6月29日（土）
	 午前10時30分から（受付は10時）
◆  場　所	 京都ブライトンホテル
	 京都府京都市上京区
	 新町通中立売下る仕丁町330　
	 TEL　（075）441-0489
地下鉄烏丸線「烏丸御池駅」2番出口付近から
無料シャトルバスサービスあり
・地下鉄烏丸御池駅２番出口を出て直進　約100m
（御池通り沿い室町通手前付近に停車）　　　　　　　　
・烏丸御池駅発：毎時00分・20分・40分（20分毎）

◆  内　　容　会務・会計報告・懇親会
◆  参 加 費　春光会員4,000円
◆  申込締切　6月19日（水）
	 ○�ご出席のお申込みは参加費の納入をもって受付と

させていただきます。同封の振込用紙でお願いい
たします。

	 ○�準備の都合上、お振込みは６月19日（水）までに
お願いいたします。

	 ＝�食物アレルギーについて＝
	 　�より安全にお食事をお楽しみいただくため、食物ア

レルギー対応をご要望の方は、６月10日（月）まで
に事務局までご連絡ください。
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・�会報誌がご実家に届いている場合は、ご本人に転送いただけ
れば幸いです。

・�同窓会の活動につきまして、アイデアやご要望がありましたらお
知らせください。

〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
T E L：075-623-0066　F A X：075-601-2125
E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
https://www.tachibana-hs.jp 

谷 耀子先生
（旧姓　川勝）
2023年１月26日ご逝去
1961年度～1968年度
� 橘和洋裁学院教員

辰巳 弘文先生
2023年２月27日ご逝去
1964年度～1992年度
� 商業科教員

佐野 雅一先生
2023年９月１日ご逝去
1977年度～2013年度
� 社会科教員

春光会事務局　京都橘中学校・高等学校内

謹んでお悔やみ申し上げます。

事務局より

「同窓会」ホームページ
リニューアル！　

訃 　 報

記

● 参加予定教職員（４月８日現在）� 敬称略
	 退職教職員：�安養寺 弘子・稲吉 陽作・河村 知治・窪田 隆夫・小林 登代・汐崎 啓子・�

中村 敬仁・藤田 秀夫・森田 一美・若林 一也　他
※�今後ご参加が決定の先生方につきましては、学校ホームページ内「同窓会」ページでお知らせします。ご注目ください。

懐かしい
卒業生や先生方と
お会いできる
機会です。　

本校発祥の
地です。


